
地域を元気にする 

計画をつくろう！ 
ビジネスプラン作成のための集中講座 

参加者募
集中！ 

「地域ビジネスに興味がある！」「社会起業家になりたい！」「仕事で得た力を地域に活かせないかな・・・」

「新しい公共ってなんだ？」 

 

この集中講座は、住んでいる地域を元気にしたいというあなたの夢を実現する一歩になります。コミュニティ・

ビジネスの先進事例を学びつつ、専門インストラクターの直接指導により、あなた自身のビジネス・プランが  

作成できます。また、優秀プランには、別途開業支援金として最大１２０万円が！コンペに勝ち上がる 

ための集中講座です（詳細は裏面）。 

 

地域を元気にする計画、つくってみませんか？ 

日 時 
平成２３年６月３日（金）午後５時半～９時   （開場：午後５時） 

       ４日（土）午前１０時～午後４時半（開場：午前９時半） 

＊１日目のみの参加も可能です。 

会 場 
土浦市立一中地区公民館 集会室 

 ＊地図は裏面参照 

対 象 
「地域を元気にしたい！」という熱意のある方はどなたでも 

（申込み先着：５０名） 

参加費 無料！ 

内 容 １日目：６月３日（金）午後５時半～ 

1. 「新しい公共」ビジネスを組みたてるための基本（８０分） 

2. ビジネス・プラン公募事業・採択基準についての説明（３０分） 

3. 事例から学ぶ（３０分） 

4. 事例からビジネスの基本を整理する（３０分） 

5. 事例・公募事業についての質疑応答（７０分） 

 

２日目：６月４日（土）午前１０時～ 

 各自ビジネス・プランの作成（専門インストラクターによる直接指導） 

主 催 印旛・手賀沼 環境あっぷ協議会 

運営協力 認定NPO法人 茨城NPOセンター・コモンズ 

参加申込書は裏面 

＊この講座は内閣府『地域社会雇用創造事業』の基金を活用しています。 

講 師 小久保 行雄さん 

 有限会社 ドンカメ  代表取締役 

＊プロフィールは裏面参照 



認定NPO法人 茨城NPOセンター・コモンズ 
 

〒310-0022 茨城県水戸市梅香2-1-39 茨城県労働福祉会館2階 

電話：029-300-4321 Fax：029-300-4320 eメール：info@npocommons.org 

ご所属 
  

  

フリガナ   役 職 

ご氏名 
  

  

  

ご住所 
〒         （自宅・所属団体・勤務先） 

 

連絡先 
電話 ＦＡＸ eメール 

      

 お問い合わせ・お申込み 

第Ⅲ期ビジネスプラン・コンペティション 

 NPO や社会的企業の起業を目指すビジネスプランを募集し、外部有識者からなる地域協働ビジネス選定・評価委

員会による審査を通して、起業支援対象者を選定します。起業支援対象者は、専門家のアドバイスを受けながら、  

起業に向けた事業計画書を策定した上で、グラウンドワーク三島と契約を締結します。グラウンドワーク三島は、

契約に基づき、起業に向けた指導・モニタリングを行い、地域におけるNPO や社会的企業の創業と雇用の創出を  

支援します。起業支援金額は、120 万円を上限とします。 

 支援の範囲は、起業支援対象者が起業（法人を設立登記し、または個人事業者として税務署に開業の届け出を  

行うことなど）により、事業拠点を設置し、実質的に事業を開始するまでとします。 

 

対象者：起業を目指している個人で、内閣府『地域社会雇用創造事業』の他事業者から支援を受けていない方 

対象分野：環境、まちづくり、農山村振興、中間支援NPO など。なお、地域が抱えるさまざまな社会的課題に対

応するため、これらの分野に横断的に取り組む複合事業も支援対象とします。 

 

 第3期の応募締め切りは、平成23年8月を予定しております。詳細は以下のウェブサイトをご覧下さい。 
 

グラウンドワーク三島『地域社会雇用創造事業』 www.gwis.jp 

茨城県土浦市大手町13番9号 

（JR常磐線『土浦』駅西口より徒歩15分） 
 

＊駐車場は台数に限りがありますので、できるだ

け公共交通機関をご利用ください。 

集中講座の会場：土浦市立一中公民館 

小久保 行雄さん   

 有限会社 ドンカメ  代表取締役 
 

1995年資源全（善）循環システムを構想、農事  

組合法人ドンカメ設立。栃木県芳賀町の公共    

施設、商工会、一般家庭、企業等から出る生ごみ

や畜産農家の畜糞などの堆肥化（有機肥料の    

製造）をドンカメ堆肥センターで行っています。

年間3,000tの循環資源を受入れ、1,500tの堆肥を  

製造、地域農家に販売しています。有機物循環  

推進の町のスローガン「環の町 はが」の中核施設

として循環型社会形成推進を担い、全国から年間

100組程の視察見学を受入れています。  

集中講座の講師 


